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八代海の広範囲でカレニア ミキモトイが爆発的に増加。 
餌止め等の対策を速やかに実施して下さい。 

 
本日、熊本県が八代海を調査したところ、八代海の広範囲でカレニア ミキモトイが確認されまし

た（詳細は下図を参照して下さい）。 

本種は極めて有害で、先週と比べて爆発的に増加しており、ブリ、カンパチ、マダ
イ、トラフグ等の魚介類をへい死させる恐れが高まっています。周辺海域で魚介類の養殖、蓄養等

をされている方は、餌止め等の対策を行うとともに、海の色の変化や養殖魚等の状態に十分注

意して下さい。 
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図 赤潮発生海域 

※斜線部は確認された、本種の着色域です。 
※×印：全ての採水層でカレニア ミキモトイが 0細胞（但し岸壁採水は 

0ｍ、天草市志柿地先は 0・2・5m） 
※－印：未調査 
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（参考）有明海の調査結果 
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